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（2010 年 3 月 3, 5 日　日吉キャンパス協生館藤原洋記念ホール）

　2010 年 3 月 3 日および 5 日に、哲学・文化人類学班、倫理・
情報班の主催により、Denis Schulting 教授（オランダ、アム
ステルダム大学）を迎えた連続講演「Kant’s Transcendental 
Idealism in Focus Part II」が三田キャンパスにて開催され
た。本講演は、2009 年 12 月の Part I（Lucy Allais 教授によ
る連続講演）と対をなすプログラムの一環であり、その目的
は、カントの超越論的観念論の意義を、哲学史・哲学的観点
から問い直すというものである。Schulting 教授は、第一回の
講演会において、カントの超越論的観念論の中心的主張であ
る「物自体」と「現象」の区別の解釈に関する近年の論争を、
膨大な関連文献を踏まえつつ批判的な観点から概観した。ま
た、第二回講演では、『純粋理性批判』のなかでもとりわけ難

解なことで知られる「カテゴリーの超越論的演繹」について、
Schulting 教授の解釈が提出された。両講演とも活発な議論を
引き起こす刺激的なものであり、また、カント哲学の検討を
通じた論理と感性の問題へのアプローチの可能性をおおいに
感じさせるものであった。 （植村玄輝）

Under the organization of the Philosophy and Cultural 
Anthropology Unit and Logic and Informatics Unit, a se-
ries lecture of Professor Denis Schulting (University of 
Amsterdam) on Kant’s transcendental idealism was held 
at Mita campus.

カントの超越論的観念論についての集中講義 II
Kant’s Transcendental Idealism in Focus Part II

　2010 年 3 月 17 日・18 日に Grigori Mints 教授（米国、ス
タンフォード大学）を招いた証明論ワークショップが行われ
た。本ワークショップは、慶應義塾大学「論理学とフォーマ
ルオントロジー」オープンリサーチセンターとの共催によっ
て実現したものである。
　Mints 教授は数学基礎論（特に証明論）の分野を牽引して
きた数学者であり、順序解析、構成主義数学から様相論理、
線型論理のようないわゆる非古典論理までありとあらゆる分
野で重要な業績を残してきた。特に、Mints 教授は Hilbert
以来の伝統的な証明論的手法であるε代入法を大きく発展さ
せた先駆者であるが、今回はそのε代入法に関する最新の成
果を二日にわたってレクチャーして頂いた。そのアイディア
はモデル論的手法をε代入法に応用するというものであり、
ε代入法が非可述的な強い理論へと拡張できることが示され
た。この手法の特徴は Hilbert 以来の手法に比べると格段に
理解がしやすいという点にある。
　国内からは国立情報学研究所 (NII) の龍田真教授、千葉大
学の新井敏康教授、沖縄科学技術研究基盤整備機構 (OIST)
の Gunnar Wilken 博士、神戸大学大学院生江口直日氏を招
きそれぞれに最新の研究成果をご報告頂いた。慶應義塾大学
からは Mints 教授の指導の下、スタンフォード大学で博士を
取られた白旗優准教授、当拠点串田裕彦博士、そして本稿執
筆者秋吉亮太が研究報告を行った。

　今回のワークショップの目的は、国内外から一流研究者を
招き、活発な情報交換を行うことであり十分に達成されたと
思う。また、Mints 教授は本稿執筆者の共同研究者および博
士論文の査読者の一人でもあり、順序数を用いないカット除
去法の展開、及び Gentzen 以来のカット除去の手法をε代入
法に応用するという Mints 教授のアイディアについて議論し
てきた。今回の滞在中にこれらに関する共同研究を、さらに
進めることができた。 （秋吉亮太）

The workshop of proof theory was held at Mita Campus 
in which Professor Grigori Mints (Stanford University) 
gave two lectures on epsilon-substitution. We had active 
and fruitful discussions. 

A Proof Theory Workshop (with Lecture Series by Grigori Mints)
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